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石戸谷　友絵 出席 高橋　勇樹 出席 渡辺　久利 出席 堀　　留美 欠席
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干場みゆき 出席 田村　康行 欠席 小川　信明 出席 谷村　将志 出席

開会 13:25
閉会 14:05

髙橋　眞結美 出席 宮越　正人

令和５年第４回福祉医療常任委員会　要点記録

開閉会日時 令和5年6月21日（水曜日) 会議場所 別海町議会
委員会室2・3

委員の出欠 出席 小椋　哲也 出席
外山　浩司 出席 中村　忠士 出席
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13:25　開会
出席委員5名、会期1日
挨拶　　
【病院所管事務調査】　
挨拶及び概要説明

・コロナウイルス感染症について
　御存じのとおり、新型コロナウイルス感染症法の感染法上の位置づけが5月8日から
インフルエンザと同様の5類へ変更となった。
　しかしながら、町内においては、いまだ感染の状況が見受けられるため、コロナ専用病
床と発熱外来については、継続している状況。
　5類へ変更になったが、いまだ予断を許さない状況であるため、病院としては引き続き
感染防止と感染者が発生した場合の診療体制を維持しながら、コロナウイルスと共存
する新たな状況を見据えた医療体制の構築について検討し、コロナの対応については
適宜縮小していくような考えである。
　5月22日からワクチン接種を開始。
　新型コロナの感染については、全国的には減少傾向ということになっているが、引き続
き、別海町においても感染者発生時の治療と感染拡大の抑制に努めるとともに、他の
関係機関と連携しながら対応を続けていく。

議事1　所管事務調査
(8)病院経営について
・資料により説明。
　入院患者 年間合計19,515人、前年度比較1,933人の減。
　1日平均患者数53.5人、前年比較5.5人減。
　病床利用率63.7％、前年比較6.3％減。
　外来患者については、診療所とあわせて年間合計で69,329人、前年度比較1,9
54人増。
　入院については、年間を通じて新型コロナウイルス陽性患者を受け入れるための病床
を確保したこと、院内感染により入院制限を行ったことなどにより患者数が減少したもの
と考えている。
　医業収益 年間合計約1,396,420千円、前年比較約61,810千円の減。
　外来収益では、増となっているが、入院収益及びその他医業収益で大きな減となっ
ている。
　医業費用 年間合計約2,326,310千円、前年度比較約30,350千円増。
　給与費で、医師の退職等があり減となっているものの、材料費で約31,010千円増。
　これは新型コロナ治療薬など新たな薬品診療材料が増えたことによるもの。
　また、経費では約64,130千円の増となっているが、光熱水費、各種委託料の増額
が主な要因。
　医業外収益 年間合計903,970千円、前年度比較約42,000千円減。
　主な要因は、非現金収入である長期前受金戻入で4,360千円の減となっている。
　医業外費用 年間合計で約111,800千円、前年度比較約3,530千円増。
　消費税計算上控除できなかった仮払い消費税を費用化した金額が大きかったことに
よるもの。

病院事務長 三戸

外山

病院事務課長 木

委員長 10番

委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

会議に付した事件及び会議結果など
発言者 会議経過　※所管毎に議事を行う事情等により議事番号が前後することがある。
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　令和4年度事業収支

事業収益2,300,396,462円
事業費用2,438,106,997円

い 差し引き事業収支△137,715,535千円。
　前年度と比べると約64,480千円ほど減収。
・医業収益で、その他の内容と減収の要因は。
・ワクチン接種の収入等の公衆衛生活動収益の増減となる。
・ワクチン接種が任意になるので、今後は下がってくるということか。
・そのとおり
・医業経費で医者が辞めたこともあり、給与で減ったけど、出張医が増えたため増となっ
ているという認識でいいか。
・出張医の経費も多く増えているし、医療機器も色々入れていることやメンテナンス料等
もあり増加している。
・出張医は月何名くらいきているのか。
・月によって変わるが、20数名来院してもらっている。
・道外と道内の内訳は。
・当直医で1名、整形外科で3名、小児科で1名。
・目に見えて増えているのは、内科医が1名退職したのが大きい。
・患者の外来の推移を見ても、総体としてはだいぶ増えてきているが、内科は減となって
いて、医者不足が原因なのか。
・受付システムの影響もあり、受付機での人数計算のため、令和3年度はワクチンの受
付を内科でやっていたが、令和4年度は産婦人科で受付してるので、その分を考慮する
と、1,500人ほど増になる。

議事2　その他　
・コロナの感染拡大に伴って全体的に、この資料では前年比較しかないが、やはりここ
3年、4年やっぱり落ち込みは激しいなと実感しているところ。
　実際、健康診断をちょっととめざるを得ないとかっていう状況も患者さんの数や経費的
な部分に出てきていると思う。
　それと、予算的な面でいうとコロナ禍の影響で、ワクチン接種であるとか、病床設置に
より、国や道から入ってきた収入もあったが、今年度はそこの部分が令和3年や4年と比
べると、ちょっと厳しいというのが実感としてある。
 ちょっと令和5年度は、かなり厳しい状況が予想されるのかなと思っている。
　ちょっとその辺について、いろいろと御理解いただければと思っている。
病院　13:46　終了　休憩

13:53　再開
挨拶
【福祉部所管事務調査】　

福祉部長 挨拶及び概要説明
・春接種
　6月19日現在　65歳以上や基礎疾患を持っている方の4,387名に発送し、1,59
8名が接種済。
　8月末まで実施する予定。

議事2　その他　令和４年度別海町国民健康保険特別会計決算見込みについて
・資料により説明町民課主幹 西田

委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

干場

委員 9番 小椋
病院事務課主幹 大森
委員 9番 小椋
病院事務課主幹 大森
委員 9番 小椋

委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

病院事務長 三戸

病院事務課主幹 大森

病院事務課長 木

病院事務課長 木

委員 9番 小椋

病院事務課長 木

病院事務長 三戸
委員長 10番 外山
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閉会挨拶
14:05　閉会

委員長 10番 外山


